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■ 概要 飽和した緩い土に繰り返しせん断応力が加わると、過剰間隙水圧が上昇して土骨格を破壊して液体の

ような挙動を示し、ほんの小さな外力で地盤は大きく変形します。液状化現象による地盤の変形解析は

特殊な現象であるため、専用に開発された各種のソルバーを用いてシミュレーションします。

液状化変形解析

■ 手法 弊社での実績が多い液状化変形解析の解析手法を示します。

手法 解析法 特徴

ALID 静的解析

Yasudaを座長としたグループ（ALID研究会）により開発されました。
液状化流動現象を土骨格の破壊による剛性低下と捉えて、自重応力状態での

せん断剛性低下によって地盤は変形すると仮定し、静的に地盤の液状化変形量
を求める手法です。
液状化に伴って発生する過剰間隙水圧消散による体積圧縮を求めることが可

能です。

FLIP 動的解析

旧運輸省港湾技術研究所によって開発され、一般社団法人FLIPコンソーシア
ムによりソフトの販売・管理がされています。
土要素をマルチスプリング要素として表現し、非排水条件の地震応答解析に

より、過剰間隙水圧の発生を井合モデルにより考慮します。
また、土要素の透水性を考慮して、排水による体積圧縮を考慮したカクテル

グラスモデルの実装も進んでいます。
動的有効応力解析プログラムの中では挙動が比較的安定しており、パラメー

タの設定手法が整備されてます。

LIQCA 動的解析

Okaを中心としたLIQCA開発グループにより開発され、一般社団法人LIQCA
液状化地盤研究所がソフトの公開・管理をしています。
繰返し弾塑性モデル、繰返し弾粘塑性モデルを搭載しており、繰返しせん断

による有効応力の減少を表現します。地震時の土要素間の水収支は間隙水要素
を用いて連成解析します。
多くの土の挙動を表現可能な優れたモデルですが、設定するパラメータが多

く、パラメータの設定には高い技術力と経験が要求されます。

■ 利用例 護岸施設の直下を改良体にすることにより、護岸の液状化変形による変形被害を抑えた利用例です。

改良工事をしていない海側では地盤の液状化変形が大きいままです。
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河川堤防、特殊堤、護岸、ため池のえん堤などの幅広い施設の液状化変形の検討に利用いただけます。
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